
議
案
第
53
号

湖
南
市
甲
西
駅
前
広
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
三
雲
駅
北
口
広
場
に

は
シ
ェ
ル
タ
ー
（
待
合
所

等
の
屋
根
）を
定
め
て
い

な
い
理
由
は
。

答
　
北
口
は
限
ら
れ
た
面

積
に
ロ
ー
タ
リ
ー
、
障
が

い
者
用
の
乗
降
場
所
、
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
、
駐
車
場

８
台
と
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
厳
し
く
、
支
柱
の
設
置

を
要
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー
は

予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
78
号

第
二
次
湖
南
市
環
境
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問
　
概
要
版
の
内
容
や
配

布
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
　
Ａ
４
版
両
面
刷
り
８

ペ
ー
ジ
で
ふ
り
が
な
付
き

も
作
成
す
る
予
定
で
す
。

農
業
振
興
等
拠
点
施
設

整
備
事
業

目
的

　幅
広
い
年
代
の
雇

用
、
多
様
で
魅
力
的
な
働

く
場
所
の
確
保
。
ま
た
観

光
と
情
報
発
信
の
目
的
と

す
る
大
型
投
資
事
業
。

「
こ
こ
ぴ
あ
」は
３
億
７
，

４
０
６
万
円（
内
閣
府
補

助
金
１
億
７
千
万
円
）。

「
Ｈ
Ａ
Ｔ
」は
２
億
５
，
８

５
２
万
円（
農
水
省
補
助

金
１
億
７
５
０
万
円
）の

工
事
費
を
か
け
施
設
整
備

を
終
え
、
現
在
、
指
定
管

理
者
に
よ
り
運
営
を
開
始
。

Ｈ
Ａ
Ｔ
に
お
け
る
成
果
指

標
は
開
設
直
後
の
た
め
数

値
化
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
ぴ
あ
に
お
い
て
は
湖

南
市
産
農
産
物
の
販
売
額
、

体
験
農
園
を
活
用
し
た
農

業
振
興
、
来
客
数
と
も
増

加
傾
向（
１
割
増
）で
あ
り
、

■
複
合
庁
舎
レ
イ
ア
ウ
ト

（
案
）に
つ
い
て

北
側
正
面
に
は
ウ
ツ
ク

シ
マ
ツ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

庇ひ
さ
し

を
、
南
側
窓
に
は
石
部

宿
を
意
識
し
た
木
製
格
子

窓
を
配
置
、
随
所
に
県
産

木
材
を
活
用
し
た
計
画
で
、

１
階
か
ら
の
階
段
部
分
を

直
線
か
ら
折
り
返
し
に
変

更
し
た
と
説
明
。

問
　
駐
車
場
の
確
保
と
立

体
駐
車
場
に
つ
い
て

答
　
計
画
で
は
敷
地
内
に

４
３
０
台
。
職
員
用
民
間

借
り
上
げ
駐
車
場
も
併
用

し
た
い
、
立
体
駐
車
場
は

コ
ス
ト
面
か
ら
困
難
で
す
。

問
　
市
民
へ
の
周
知
対
策

は
十
分
で
き
て
い
る
か
。

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
、
最
新
情
報
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

問
　
庁
舎
実
施
設
計
期
間

部
数
は
少
数
と
な
る
が
周

知
の
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
を
し
ま
す
。
当

面
は
市
民
や
子
ど
も
た
ち

の
環
境
学
習
を
目
標
と
し

て
お
り
、
企
業
周
知
や
外

国
語
対
応
は
追
っ
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

意
見

　本
計
画
は
市
民
や

企
業
に
努
力
を
促
す
も
の

で
も
あ
る
た
め
、
環
境
整

備
は
市
が
責
任
を
持
ち
、

決
し
て
怠
ら
な
い
こ
と
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
80
号

市
道
路
線
の
認
定

問
　
認
定
路
線
の
終
点
と

県
道
石
部
草
津
線
の
間
で

は
自
転
車
や
歩
行
者
が
通

行
し
、
現
状
で
は
側
溝
の

グ
レ
ー
チ
ン
グ
幅
が
不
足

の
た
め
危
険
は
な
い
か
。

答
　
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
追

加
し
、
対
応
し
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
81
号

市
道
路
線
の
変
更

問
　
今
後
は
市
道
管
理
と

し
て
舗
装
を
す
る
な
ど
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
周
辺
事
業
者
の
理
解

も
あ
り
、
早
急
に
は
対
応

し
ま
せ
ん
。

全
員
賛
成
で
可
決

両
施
設
に
よ
る
活
性
化
が

期
待
で
き
ま
す
。
事
業
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に

お
い
て
は
、
今
後
も
付
加

価
値
の
高
い
新
商
品
の
開

発
と
販
売
、
友
好
都
市
の

物
産
を
Ｐ
Ｒ
、
市
内
企
業

の
製
品
の
活
用
、
国
内
外

か
ら
の
観
光
客
の
呼
び
込

み
な
ど
に
よ
り
対
応
を
行

う
と
の
こ
と
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
費
用
対
効

果
の
観
点
か
ら
経
費
の
削

減
に
よ
る
適
正
な
管
理
運

営
を
行
な
う
こ
と
、
施
設

一
体（
み
ら
い
公
園
湖
南
）

を
拠
点
に
農
業
、
地
域
、

産
業
振
興
の
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
意
見

■
道
の
駅
化
な
ど
今
後
の

方
向
性
を
再
考
す
る
こ
と
。

■
駐
車
場
、
進
入
路
、
横

断
歩
道
設
置
へ
の
課
題
を

解
決
し
、
施
設
間
の
物
理

的
連
携
を
改
善
す
る
こ
と
。

■
農
産
物
の
ニ
ー
ズ
調
査

は
適
宜
行
う
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
事
業
を
拡
大
し
て

継
続
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

が
延
び
た
理
由
は
。

答
　
議
会
か
ら
の
付
帯
決

議
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

十
分
な
意
見
調
整
を
図
る

た
め
と
、
国
の
指
針
変
更

で
着
手
時
期
に
余
裕
が
出

来
た
た
め
で
す
。

問
　
中
央
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
解
体
時
期
が
遅

れ
た
原
因
は
。

答
　
当
初
予
算
計
上
済
み

で
、
現
在
着
手
で
き
て
い

な
い
状
況
、
年
度
内
完
了

で
進
め
ま
す
。

問
　
今
後
の
財
政
状
況
の

見
通
し
に
つ
い
て

答
　
庁
舎
建
設
を
見
越
し

た
財
政
運
営
の
視
点
か
ら

交
付
金
や
基
金
積
立
な
ど

を
活
用
し
て
過
度
の
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
実
施
時

期
を
検
討
中
で
す
。

問
　
今
後
の
進
め
方
は
。

西
庁
舎
周
辺
の
方
向
性
議

論
を
高
め
る
こ
と
も
並
行

し
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
東
庁
舎
整
備
の
着
手

時
期
は
、
今
後
慎
重
に
見

極
め
、
西
庁
舎
周
辺
整
備

の
方
向
性
も
併
せ
て
熟
度

を
高
め
ま
す
。
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